
 

 

 

国立大学法人東京医科歯科大学学生支援・保健管理機構規則 

 

平成２５年３月２９日  

規 則 第 ４ ３ 号  

 

 

第１条 この規則は、国立大学法人東京医科歯科大学組織運営規程（平成１６年規程第１号。以下

「組織運営規程」という。）第２７条の規定に基づき、国立大学法人東京医科歯科学生支援・保

健管理機構（以下「機構」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

（目的） 

第２条 機構は、生活、修学、就職、メンタルへルス及びハラスメントに関する相談等キャンパス

ライフ全般にわたる全学的支援並びに女性の支援策に係る企画立案並びに学生に対して、健康診

断、予防接種等を通じた健康保持増進その他学生の福利厚生に関する検討を行うことを目的とす

る。 

 

（センター等） 

第３条 機構に、前条の目的を達成するために、次のセンター等を置く。 

(1) 学生・女性支援センター 

(2) 保健管理センター 

 (3) 事務部 

２ 前項各号のセンター等に、それぞれ長を置く。 

３ 第１項各号に定めるセンター等に関し必要な事項は、国立大学法人東京医科歯科大学保健管理

センター規則（平成１６年規則第１５８号）及び国立大学法人東京医科歯科大学学生・女性支援

センター規則（平成２１年規則第４２号）に定める。 

 

（機構の業務） 

第４条 機構は、次の各号に掲げる業務を行う。 

(1) 全学的な学生支援の方策の企画及び実施に関すること。 

(2) 女性支援に関すること。 

(3) 学生の健康保持増進に関すること。 

(4) 学生を対象としたイベントの企画及び実施に関すること。 

(5) 学生寮の管理運営に関すること。 

(6) ５号館の管理運営に関すること。 

(7) 合宿研修施設の運営に関すること。 

(8) 部局間にまたがる学生の問題に関すること。 

 

（機構長） 

第５条 組織運営規程第２７条の２第２項に規定する機構長は、学長が指名する副理事をもって充

てる。 

２ 機構長は、機構の管理運営について統括する。 

 



 

 

 

 （副機構長） 

第６条 機構に、副機構長２名を置き、学生・女性支援センター長及び保健管理センター長をもっ

て宛てる 

２ 副機構長は、センターの業務。ただし、機構の専任教員でない場合は、副センター長をもって

充てる。を掌理するとともに、機構長の職務を補佐する。 

３ 副機構長は、機構長に事故あるときは、機構長の職務を代行する。 

 

（機構運営委員会） 

第７条 機構に、学生支援・保健管理機構運営委員会を置く。 

２ 前項の委員会については、別に定める。 

 

 （他の教育研究施設等との連携） 

第８条 機構は、第２条の目的を達成するために、学内の他の教育研究施設等と連携して業務を行

うものとする。 

 

（事務） 

第９条 機構に関する事務は、学生支援・保健管理機構事務部学生支援事務室において処理する。 

 

（雑則） 

第１０条 この規則に定めるもののほか、機構に関し必要な事項は、学生支援・保健管理機構運営

委員会の議を経て、機構長が別に定める。 

 

附 則 

 この規則は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則（平成２６年５月２１日規則第３９号） 

この規則は、平成２６年５月２１日から施行し、平成２６年４月１日から適用する。 

附 則（平成２８年７月１日規則第１１１号） 

この規則は、平成２８年７月１日から施行し、平成２８年４月１日から適用する。 

附 則（平成３１年１月３０日規則第８号） 

この規則は、平成３１年１月３０日から施行し、平成３０年６月１日から適用する。 

 


